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７月の選挙において、参院における改憲勢力は憲法
改正発議に必要な３分の２の議席を割りました。し
かし安倍首相の改憲への意欲はいささかも後退して
いません。安倍首相がめざすのは、「９条に自衛隊
を書き込む」ことによって、自衛隊の海外での武力
行使を正当化すること、つまり軍隊として活動させる
ことです。
これは９条を空文化することに他なりません。
ウソ、隠ペイ、忖度に満ちた力任せの国会運営で民
主主義も立憲主義も壊されています。
このような政権に、国民の半数以上が望んでいない

９条改憲を強行させるわけにはいきません。
日本国憲法は全世界の人々が戦争の惨禍から免れる
ことをめざしています。
この実現をあきらめることは、世界から戦争をなくす
という理想を手放すことです。
「憲法９条は今のままで」「戦争への道は歩まない」
と声をあげ続けましょう。

しなやかに　したたかに　踏まれても、踏まれても
根を張る草の根の力で。

～憲法９条は今のままで～

私たちは追い続けます－戦争のない世界をめざす理想の実現を。

　日本国民は、正義と秩序を基
調とする国際平和を誠実に希求
し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力行使は、
国際紛争を解決する手段して
は、永久にこれを放棄する。
２　前項の目的を達するため、
陸海空軍その他の戦力は、これ
を保持しない。国の交戦権はこ
れを認めない。

日本国憲法
第二章　第九条

　1949年山口県生まれ。東京大学法学部卒業。
大学時代、キューバで半年間、サトウキビ刈り国際
ボランティアに参加。また、東大「ジプシー」調査
探検隊長として東欧を現地調査。
　1974年、朝日新聞に入社。40年にわたり、市
街戦の銃弾をかいくぐりながら主に国際報道の分野
で取材を続けた。2014年に朝日新聞退職、フリー
のジャーナリストとして各国の取材を続け、精力的
に執筆と講演を行っている。NGO「コスタリカ平
和の会」共同代表。「九条の会」世話人。
　最近の著書に『9条を活かす日本― 15%が社会
を変える』『凜としたアジア』『凜とした小国』『一人
の声が世界を変えた！』以上、新日本出版社。『世
界を変えた勇気：自由と抵抗51の物語』あおぞら
書房など多数。

■ 伊藤千尋（いとう・ちひろ）
     国際ジャーナリスト・元朝日新聞記者

■ 文化企画：合唱構成「ぞうれっしゃがやってきた」
     ぞうれっしゃがやってきた合唱団

　「うたごえ９条の会」として宮城県内９
条の会連絡会と共に活動している「宮城
のうたごえ協議会」が県内外に広く呼び
かけて結成した合唱団です。
　戦争中ほとんどの動物園の動物たち
が、軍の命令で殺されてしまった中、東
山動物園の２頭の象が生き残りました。
　戦後「象を見たい」という子ども議会
の願いを受け止めた大人たちが、国鉄や

GHQに働き掛け、1949年ぞうれっしゃを走らせました。30年前、その出来事が合唱構成になり、
子どもたちのはち切れるようなうたごえが好評で全国の合唱団や学芸会で演奏され続けています。
70周年の今年、全国で繋がりコンサートが開かれています。今回は全11曲の中から抜粋でお届けし
ます。


